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独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

深海巡航探査機「うらしま」により伊⾖半島東⽅沖において地すべり痕確認
-深海底微細地形 の把握に成功-（速報）

1. 概要
   海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤康宏）は、海底精密調査を⽬的として深海巡航探査機
「うらしま」を⽤いた伊⾖半島東⽅沖の⾳響探査（平成18年5⽉17⽇から22⽇）を実施
し、深海底における海底微細地形データ（海底表層の反射強度分布図）を取得し、地震等
により発⽣したと思われる地すべりの痕跡を⽰す地形を確認することに成功しました。深
海底傾斜地において詳細な海底の状況を把握したのは、今回が初めてです。

2. 調査内容
（１）調査期間 平成 18年5⽉17⽇〜5⽉22⽇
（２）調査海域 伊⾖半島東⽅沖（初島沖 6km)

「初島沖深海底総合観測ステーション」（以下、ステーション）の周辺
の⽔深 1,300mから1,000mの傾斜地(最⼤傾斜16°)を含む海域（図
１）、 （総航⾏距離65km)（⾯積として 5平⽅km）

（３）調査⽅法 深海巡航探査機「うらしま」（写真１）搭載のサイドスキャンソナー に
よる⾳響探査

（４）調査結果  
1. 「うらしま」で取得したデータを⽤いて作成した海底微細地形図（海底表層の反射

強度分布図）からは、ステーション⻄側斜⾯に周囲の地形とは明らかに異なる反射
強度の強い筋があり、これらは地震等による地すべりの痕跡を⽰すものと思われま
す（図２-１）。さらに、その東側には、砕(さい)屑(せつ)物(ぶつ)（岩⽯が砕けた
もの）によるものと思われる強反射の領域が扇状地状に分布しています（図２-
２）。

2. 「うらしま」によって、予めプログラムした 調査経路（緯度、経度および海底から
の⾼度（今回約 100mに設定））に基づき深海底傾斜地を正確に航⾏し、計測する
ことにより、⾯的かつ⾼精度なデータを取得することに成功しました （図３） 。

3. 今後の予定
   今回取得したデータをもとに、過去の潜航調査の画像などと合わせて解析を進め、地
形・地質構造との対⽐などから平成18年4⽉21⽇に発⽣した泥流との関連についても明ら
かにしていきたいと考えています。今後、「うらしま」の活⽤により断層活動や海底地す
べりなどの調査が、短時間により海底に近い場所でより⾼い精度で実施できることとな
り、その活動の履歴や発⽣機構がより詳細に解明されることが期待されます。
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